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宮
島
司
先
生
は
、
一
九
八
〇
年
、
法
学
部
の
専
任
講
師
に
ご
着
任
以
降
、
実
に
三
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
法
学
部
に
ご
貢
献
さ

れ
て
き
た
。
先
生
と
義
塾
と
の
関
わ
り
は
、
志
木
高
等
学
校
に
ご
入
学
さ
れ
て
か
ら
数
え
れ
ば
、
実
に
半
世
紀
近
く
に
な
る
。

　

宮
島
先
生
の
ご
研
究
は
、
会
社
法
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
保
険
法
、
手
形
法
、
商
法
総
則
、
商
取
引
法
、
海
商
法
と
い
う
商
法
の

全
領
域
に
及
ぶ
。
先
生
は
ま
た
数
多
く
の
著
作
を
発
表
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
作
は
、
一
九
八
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
企
業
結
合

法
の
論
理
』
で
あ
ろ
う
。
同
年
、
こ
れ
に
よ
り
先
生
は
義
塾
賞
を
受
賞
さ
れ
、
翌
年
に
は
博
士
号
が
授
与
さ
れ
た
。
な
に
よ
り
も
わ

か
り
や
す
く
面
白
い
会
社
法
を
書
き
た
い
と
い
う
強
い
信
念
の
下
に
上
梓
さ
れ
た
『
会
社
法
概
説
』（
一
九
九
六
年
）
は
、
第
三
版
補

正
二
版
（
二
〇
〇
四
年
）
ま
で
版
を
重
ね
、
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
に
会
社
法
が
制
定
さ
れ
た
折
、
先
生
は
こ
の
新
法
の
体
系
書
『
新

会
社
法
エ
ッ
セ
ン
ス
』
を
い
ち
早
く
著
し
、
二
〇
一
五
年
、
そ
の
第
四
版
補
正
版
を
出
版
さ
れ
た
。
ご
著
書
の
改
訂
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
重
ね
ら
れ
る
先
生
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に
文
章
に
改
良
を
加
え
ら
れ
、
魅
力
あ
る
解
説
文
と
し
て
仕
上
げ
ら
れ
る
。
読
者
の
関
心

を
惹
き
続
け
て
い
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

　

宮
島
先
生
の
お
人
柄
の
温
厚
さ
は
誰
も
が
知
る
と
こ
ろ
だ
が
、
ご
自
身
の
学
問
に
は
極
め
て
厳
し
い
と
伺
う
。
法
律
の
中
で
も
と

り
わ
け
改
正
の
激
し
い
商
法
の
分
野
に
あ
っ
て
、
当
該
制
度
の
本
旨
や
意
義
を
ど
こ
ま
で
も
探
求
し
続
け
る
姿
勢
に
は
、
津
田
利
治

先
生
、
髙
鳥
正
夫
先
生
、
倉
澤
康
一
郎
先
生
と
い
っ
た
慶
應
商
法
学
を
導
い
て
き
た
先
達
の
姿
が
重
な
る
。
ま
た
宮
島
先
生
は
、
一

九
八
一
年
か
ら
二
年
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ン
ヌ
大
学
に
ご
留
学
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
も
客
員
教
授
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
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ロ
大
学
に
ご
訪
問
さ
れ
た
ご
経
験
を
活
か
し
、
慶
應
義
塾
大
学
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
と
の
学
術
交
流
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
な

ど
、
率
先
し
て
国
際
的
な
活
動
に
も
携
わ
ら
れ
た
。

　

教
育
者
と
し
て
の
宮
島
先
生
の
横
顔
は
、
先
生
ご
自
身
の
お
言
葉
に
伺
お
う
。「
ゼ
ミ
合
宿
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
学
部
・
塾

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
年
甲
斐
も
な
く
ス
タ
メ
ン
を
譲
ら
な
い
。
少
々
の
ケ
ガ
は
い
と
わ
な
い
。
学
生
に
ど
う
映
っ
て
い
る

か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
だ
け
は
心
が
け
て
き
た
」。
こ
れ
は
、『
塾
』（
二
八
一
号
、
二
〇
一
五

年
）
に
先
生
が
寄
せ
ら
れ
た
一
文
だ
が
、
先
生
は
真
剣
に
ど
こ
ま
で
も
学
生
に
向
き
合
お
う
と
の
姿
勢
を
示
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は

先
生
の
お
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
人
と
し
て
の
宮
島
司
の
あ
り
の
ま
ま
を
さ
ら
け
出
し
、
彼
ら
と
と
も
に
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
」。
法
律
学
科
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委
員
会
主
催
の
春
秋
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
宮
島
ゼ
ミ
の
連
戦
連
勝
は
有
名
だ
が
、

先
生
ご
自
身
も
選
手
の
一
人
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
に
立
た
れ
た
。
ま
さ
に
学
生
の
う
ち
に
あ
っ
て
学
生
と
と
も
に
文
字
通
り
走
り
続
け

た
指
導
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
学
部
、
大
学
院
の
別
な
く
、
先
生
の
ご
指
導
下
に
あ
っ
た
者
は
、
み
な
深
い
感
銘
を
覚
え
た
に

ち
が
い
な
い
。
数
多
く
の
教
え
子
や
後
輩
が
宮
島
先
生
の
許
に
集
う
所
以
で
あ
る
。

　

研
究
や
教
育
の
実
践
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
学
人
は
教
育
組
織
の
運
営
に
か
か
わ
る
仕
事
も
課
せ
ら
れ
る
。
先
生
は
、
二
〇
〇
〇

年
か
ら
四
年
間
ご
自
身
の
出
身
高
校
で
あ
る
志
木
高
等
学
校
の
校
長
を
お
勤
め
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
に
は
体
育
会
の
理

事
に
就
任
さ
れ
、
ご
退
職
の
半
年
前
ま
で
一
〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。
体
育
会
Ｏ
Ｂ
や
現
役
の
部
員
と
も
交
流
を
深

め
ら
れ
、
土
曜
日
曜
の
別
な
く
試
合
の
観
戦
や
交
流
会
に
も
参
加
さ
れ
る
な
ど
細
か
な
心
遣
い
も
示
さ
れ
た
。

　

学
外
に
お
い
て
は
、
大
蔵
省
企
業
会
計
審
議
会
幹
事
、
金
融
庁
企
業
会
計
審
議
会
委
員
、
公
認
会
計
士
第
二
次
試
験
委
員
、
司
法

試
験
考
査
委
員
、
文
部
科
学
省
大
学
設
置
審
議
会
専
門
委
員
な
ど
の
重
責
を
担
わ
れ
、
日
本
私
法
学
会
、
日
本
海
法
学
会
の
理
事
、

様
々
な
会
社
の
社
外
取
締
役
、
社
外
監
査
役
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
宮
島
先
生
は
、
研
究
者
、
教
育
者
と
し
て
の
手
堅
い
ご
活
躍
ゆ

え
に
寄
せ
ら
れ
る
篤
い
社
会
的
信
頼
に
も
、
ご
多
忙
な
中
、
誠
実
に
応
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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ふ
り
か
え
れ
ば
、
私
が
初
め
て
宮
島
先
生
と
親
し
く
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
私
が
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
た
春

の
法
学
部
懇
親
会
の
席
上
で
あ
っ
た
。
ま
だ
助
教
授
で
い
ら
し
た
先
生
は
、
満
面
の
笑
み
で
新
任
者
を
迎
え
て
下
さ
り
、
ひ
と
り
ひ

と
り
に
温
か
い
お
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
時
の
宮
島
先
生
の
溌
溂
と
し
て
親
し
み
や
す
い
印
象
は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
、
宮
島
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
す
る
『
法
学
研
究
』
の
特
集
号
を
編
み
、
こ
れ
ま
で
の
先
生
の
学
部
に
対
す
る
ご
貢
献
に

深
厚
な
る
謝
意
を
表
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
宮
島
先
生
と
法
学
部
と
の
断
ち
切
れ
ぬ
関
係
を
確
認
し
つ
つ
、
先

生
の
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

二
〇
一
六
年
一
月

法
学
部
長　

岩
谷
十
郎


